
「 個性を磨く 」

チーフアドバイザー 宮崎 芳之

３月１日、第７３回卒業生がそれぞれの思いを胸に、この桜が岡を巣立っていきました。卒業式

は新型コロナウイルスによる制約の中でとり行われましたが、そういう中でも卒業生は明るくさわ

やかで、この３年間での成長を感じさせるものでした。本当に心に残るいい卒業式でした。卒業生

諸君の今後益々の発展を祈りたいと思います。

さて、日本で有名な宮大工、西岡常一さんの話の中に、「木を買わずに山を買え」というものが

あります。法隆寺や薬師寺では柱などが山に生えていた状態のまま使われているのだそうです。つ

まり、山の南面の木は南側に、北面の木は北側に使われ、向きも生えていたとおりの向きになって

いるのです。山の南側の木は成長が早いので節が多く、北側の木は成長が遅いので節が少ないので

す。ここで、見栄えが良いからといって北側で育った木を南側に置くと、長い時間の間には、ねじ

切れてしまうのだそうです。柾目のきれいな木を使って建物を作るとその木の癖が見えない分、後

で狂いやすい。つまり、癖のある木を使うより、癖のない木を使う方が難しいのです。

右にねじれる木と左にねじれる木を組み合わせると、お互いに支え合って強い建物になります。

木を加工する過程でも、同じようなことが言えます。大きな寺を建てている部材は、規格品ではな

くすべてが手仕事で作られているので、よく見ると少しずつ違っています。並んだ柱にしても、同

じものは一本もなくそれぞれが不揃いなのです。ところが、その不揃いのものを並べてみると、全

体として、見事に調和がとれています。

西岡さんは、「規格品ではこの美しさは出ません」と強調された後、ぽつりと「人間も同じです」

と言葉をつなぎました。

確かにたくさんの人たちで一つの仕事をする場合、それぞれの人には、癖もあるし、得意不得意

もあります。私の経験でも、素直なだけの人よりも、少し癖のある人の方が、独創性や馬力があり、

仕事がはかどっていったような気がします。もちろんその癖が、人の言うことに耳を貸さないとい

うような独り善がりになってはいけませんが、癖を自覚してそれをプラスに転化するという努力で

その人の良い個性になっていきます。

学校生活に視点を置き換えてみても、あてはまることが多いような気がします。個性のぶつかり

合い、それは、乱暴を働いたり、いじめたり、ののしりあったりするのではなく、自分の意見を主

張しつつも、人の意見にも耳を傾け、お互い励まし合い、切磋琢磨しながらお互いを高め合う。こ

れが、校訓「誠実・和・勤勉」の意味するところでもあります。

この春休みは、生徒諸君それぞれの個性を磨く良い機会です。どのように磨くかは自分で工夫し

てみて欲しいと思います。磨き具合で、４月からの輝きが違う筈です。これを支えていくのが保護

者の皆様と我々教職員だと思います。どうかよろしくお願いします。

「だいたい木というものは、厳しい環境で育ったものほど強い。私は、山の中腹以上の常に風に

当たっている木を建物の中でも最も重要な構造材として使います。」（西岡 常一 １９０８～１９

９５）
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３月１日（火）、旅立ちを悲しむような雨の

中、卒業証書授与式が挙行されました。今年度

卒業したのは、普通科１３２名、情報ビジネス

科５８名、機械科９６名の計２８６名です。今

年も感染症対策として１・２年生は参加せず、

卒業生とその保護者の方だけでの卒業式でした。

渡川校長は式辞の中で、これからそれぞれの道へ進む卒業生に心

がけてほしいこととして、「夢や目標を持ち、挑戦する人生を送っ

てほしい」「常に感謝の気持ちを忘れないでほしい」「自分の個

性、持ち味を生かしてほしい」と話されました。

卒業生代表の答辞は田中 市之介 君（普３Ｄ）。バドミントン

部のエースとして活躍し、全国選抜個人戦シングルス準優勝。そ

の後Ｕ－１９日本代表に追加招集された生徒です。入学以降仲間

と切磋琢磨した思い出と、これからの未来に思いを馳せる答辞を

述べてくれました。その目には、３年間の努力に裏打ちされた自

信がみなぎっていました。答辞の中で、これから自身のテーマと

したいこととして、「Challenge（挑戦する精神）」「Compassion

（思いやりの心）」「Control（自分を律する力）」の三つが挙げ

られました。これは、渡川校長がスローガンとして掲げているも

ので、高校３年間だけでなく、これからそれぞれが生きていく社

会でも是非大事にしてもらいたいものです。

昨年同様、最後のホームルームに保護者の方は参加できなかったり、式後の写真撮影も極力

ご遠慮いただいたりと、何かと制約の多い卒業式ではありま

したが、生徒・保護者の皆様のご理解、ご協力のおかげで素

晴らしい１日になりました。

雨は悲しみの情景描写としてよく用いられますが、「明け

れば晴れの日が待っている」ということにもなります。この

日を経て、卒業した２８６名が自分らしく輝ける未来をつか

み取れることを、在校生・教職員一同、心より願っています。

第７３回 卒業証書授与式



○バドミントン部・櫻井 煌介(普２Ｄ)・奥野 天斗(普２Ｄ)

今回の全国高校選抜バドミントン大会では、日頃の練

習の成果を発揮し、全国各地での強豪校を倒して、昨年

の先輩達の結果を超える“優勝”を目指します。林先生

と森先生をはじめとする、周りで支えてくださっている

方々への感謝を忘れず、全国のコートでプレーし、結果

で恩返しができるように全力で頑張ります。応援よろし

くお願いします。

○ハンドボール部・土岐一馬(普２Ａ)

男子ハンドボール部は愛知県で開催される全国

選抜大会に出場します。コロナ禍の中でも開催さ

れることに感謝し、一戦一戦全力で戦って、目標

である「全国優勝」を達成できるよう頑張りたい

と思います。保護者やＯＢの方々の期待に応え、

良い結果を報告することができるように、全力を

出し切ってきます！応援よろしくお願いします。

○出場予定であった空手道部男子・空手道部女子・柔道部男子個人は、諸般の事情により不参加となりました。

全国選抜大会に向かって

８日(金) 始業式(ＡＭ),新任式,容儀指導
入学式(ＰＭ),ＰＴＡ入会式

１１日(月) 第６回進路模試(３年)
１２日(火) 進路適性検査(２年)

オリエンテーション

(１年,～１３日)

１４日(木) 第１回部活動編制

写真撮影(１年)

１５日(金) 歓迎遠足(唐八景)

１８日(月) 面談週間

(短縮４０分授業,～２２日)

１９日(火) 内科検診(～２０日)

２１日(木) 胸部Ｘ線検査

２２日(金) 歓迎遠足予備日

２５日(月) 第１回実力考査(１～４ｈ)

２６日(火) 心電図(～２７日)

２７日(水) 第２回部活動編制

心理テスト(１・２年)

クレペリンテスト(３年)

２８日(木) 胸部Ｘ線検査(１年)

２９日(金) 昭和の日

《４月の行事》

３月１５日(火)、１年

生向けの進路ガイダンス

が行われました。事務・サービス・美容・スポーツ・電気・コ

ンピュータ・芸能・福祉・幼児・初等教育…。数多くの専門学

校や大学から講師の先生をお招きし、職業についての話をして

いただきました。生徒はそのうち二つの講座を受講しました。

まだ将来について漠然とした考えの生徒も多いのですが、１年

と数か月経てば就職・進学の試験を受ける時期がやって来ます。

１年間で最後の行事ということもあり、生徒達は講師の先生方

のお話をたいへん真剣に聞いていました。どの講座も、その職

業の方が活躍している場面や必要な資格、やりがいなどが分か

りやすく解説され、まだまだ不明瞭な生徒の将来像に確かな光

が差し込んだものと思われます。２年生になっても中だるみす

ることなく、３年生へ向けての大きなステップアップとなる１

年間にしてほしいです。

進路ガイダンス(１年)

○バドミントン 全国選抜大会日程

３月２５日～２８日、栃木県 日環アリーナ栃木

○出場種目

・団体戦

・個人戦ダブルス［櫻井煌介・南本和哉(普２Ｄ) 組、奥野天斗・縣涼介(普２Ｄ) 組］

・個人戦シングルス［櫻井、奥野］

○ハンドボール 全国選抜大会日程

３月２４日～２９日、愛知県 豊田市・岡崎市・名古屋市

この春、男子バドミントン部、男子ハンドボール部が、全国選抜大会に出場します。今回、それぞれ

の部活動に意気込みを語ってもらいました。

・中沼 伸治 事務長 ・林 昭男 先生(商業科)

・野口 智徳 先生(数学科) ・山本 博 先生(機械科)

・榎津 俊治 先生(国語科) ・田中 貞夫 先生(機械科)

・岩原 数憲 先生(地歴公民科)・西川 和宏 先生(機械科)

・鈴木 奈尾子 先生(英語科) ・長岡 明美 さん(事務補助)

今年度限りで退職される先生方

ありがとう

ございました


